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参考資料

1）修景関係の文献一覧

題名 雑誌名 著者名 年　　　月 巻一号

構造と景観 土木学会論文集 山本宏・太田俊昭 1989－　　4 第404号

都市内高架橋のイメージァップ 橋梁と碁礎 玉野治光 1985－　　1 VO　L19

高架橋梁裏面の美装化 日本道路会議論文集 沖野真・上中勝 1989－10 第18回
既設高架橋の美化対策 日本道路会議論文集 村上元一郎・中込秀樹・青柳泰三 1989－10 第18回
高架橋化粧構造の景観設計 首都公団技報 堀米憲治・今井正智 1988－　　3 20号
高架橋裏面吸音板の構造検討 首都公団技報 扇谷　就 1988－　　3 20号
既設橋梁の外装にかかわる景観設計 首都公団技報 半野久光 1988－　　3 20号
排水施設の景観 橋梁と基礎 高津和義・長谷川和夫 1986－　　8 VO　L20

排水施設の維持管理 橋梁と基礎 高津和義・長谷川和夫 1986－　　8 VO　L20

都市内既設PC高架橋の修景 橋梁と基礎 山田淳・富永博夫・青山高司 1990－　　5 VO　L24

首都高速道路・既設高架橋の美化 土木学会誌 高橋敏介 1989－　　5 VO　L74

供用中の既設高架橋における景観設計 橋梁と基礎 山田実・半野久光 1989－　　3 VO　L23

都市内高架橋における最近の景観対策 プレストレストコンクリート 甘利憲一・山田実 1989－　　1 VO　L3　1

都市内高架橋と景観 道路 秋元泰輔・池内武文 1989－　　6

排水管補修の現状と今後の課題 首都公団技報 荒神敏郎・肥沼利夫 1983－　　3 15号
排水施設補修の現状 首都公団技報 生輝己・宮崎勉・井上章 1978－　　3 l　O号

排水施設の現状にっいて 首都公団技報 岡崎睦夫 1976－　　3 8号

PC箱桁の景観を考慮した排水設計 首都公団技報 J・池信男・床谷茂・並川賢治 1987－　　3 19号
高架橋排水管等の清掃機器の開発に関する検討 日本道路会議論文集 山田実・中井三夫・牧添初 1989－10 第18回
橋と景観 土木技術 阿部英彦 1985－　　4 40巻

橋の構造と美 橋梁と基礎 杉山和雄 1982－11 VOL16
上野駅前高架橋美装工事 土木施工 久保田清数・青柳泰三・赤名弘名 1990－　　8 VO　L31

堀川筋高架橋とその周辺街路の景観設計 橋梁と基礎 三橋晃司・萩原英輔・吉嶋征三・野村英治 1984－　　6 VOL18
首都高速道路と景観 橋梁と基礎 原光夫 1987－　　8 VO　L21

まちなみ景観について考えること 道路 土田旭 1989－10
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活動記録（2年間の部会開催状況）

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

平成元年　8月21日（月）　場所：（株）建設技術研究所

内容：1、部会員の自己紹介・部会長挨拶

　　　2、自由討議・今後の日程、行動内容承認　　　　出席者数l　l名

平成元年10月20日（金）　集合場所：（財）首都高速道路技術センター

内容：1、都市高架橋（首都高速道路）調査見学会

　　　　　　　　　　　　　マイクロバスによる　　　出席者数10名

平成元年12月　4日（月）　場所：（株）宮地鐵工所

内容：1、都市内高架橋調査見学会からの修景上の問題点抽出

　　　2、研究テーマの方向性　　　　　　　　　　　出席者数　9名

平成2年　1月29日（月）　場所：（株）東京鐵骨橋梁製作所

内容：1、排水施設修景上の検討、事例、メインテナンス方法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者数　9名

平成2年　3月26日（月）　集合場所：（株）宮地鐵工所

内容：1、横浜の高架橋（首都高速道路）調査見学会　　出席者数　7名

平成2年　5月28日（月）　場所：（株）宮地鐵工所

内容：1、横浜の高架橋調査見学会からの修景上の問題点抽出

　　　2、海外の修景　　　　　　　　　　　　　　　　出席者数　7名

平成2年　7月23日（月）　場所：（株）宮地鐵工所

内容：1、各自の具体的なる修景ケーススタディー表現　出席者数　7名

平成2年10月12日（金）　場所：（株）宮地鐵工所

内容：1、スライド紹介

　　　2、具体的修景ケーススタディー表現　　　　　　出席者数　6名

平成2年12月　4日（火）　集合場所：名古屋駅

内容：1、名古屋の高架橋（名古屋道路公社、名古屋市）調査見学会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者数　l　l名

　平成3年　1月18日（金）　場所：（株）宮地鐵工所

内容：1、名古屋地区見学からの問題点抽出

　　　2、報告書イメージおよび各自担当決定　　　　出席者数。8名

　平成3年　4月22日（月）　場所：（株）東京鐵骨橋梁製作所

内容：1、報告書各自担当分の発表・修正　　　　　　出席者数　11名

　平成3年　5月17日（金）　場所：（株）宮地鐵工所

内容：1、報告書まとめ・全体調整作業　　　　　　　　出席者数　9名

　平成3年l　l月26日（火）　場所：（株）宮地鐵工所

内容：1、最終報告書確認・研究発表会用スライド確認作業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者数　10名

　平成3年11月28日（木）　場所：東京大学

内容：1、研究発表　テーマ：「橋の修景」
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